
【取組内容①】 「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながる授業活用」

甲府市立石田小学校（山梨県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

・大学の先生との連携した、子供たちが
主役となるような授業改善を行う。
学校内でＩＣＴ活用スキル体系表を作
成して、全職員でＩＣＴの活用スキル
体系表をもとにした授業づくりと見直しを
行った。これにより学年に応じたＩＣＴス
キルの再確認ができ、先生達の指導の
明確化に繋がった。



【取組内容④】 「校務の徹底的な効率化」

甲府市立石田小学校（山梨県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

Chat導入後の校内連絡体制は、「出
勤した時に必ずChatを確認する」という
ルールを徹底したことで、情報漏れが減り、
見直したいデータやファイルの検索が簡単
にできたりするなど、紙よりも確実で、迅
速な連絡が可能になった。先生達にとっ
て便利で重要なツールとなった。

管理職の先生も「予想以上に便利
だった」と評価



【取組内容⑤】「実践内容を公開授業で地域内外に普及」

甲府市立石田小学校（山梨県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

・学校内の取組を地域内外に発信するために、授業公
開を実施。
・全ての学級でＩＣＴを活用した授業を実施すること
で「学校全体の取組」として発信することができた。
・授業公開には、多くの保護者も参加して、ＩＣＴの
取組が多くの人たちに理解されるように工夫。
・講演会もＩＣＴの有識者を招聘して、地域のリーディ
ングＤＸスクールのリーダーとして役割を果たす。



【取組内容⑤】 「ＩＣＴ端末を活用した子ども達の心の健康観察と悩み相談対応」

甲府市立石田小学校（山梨県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

・ＩＣＴ端末を利用する事で、子ども達の様子を可視化する取組のサイクル
1．毎日、ＩＣＴ端末にログオンするとアンケートが実施。
2．リアルタイムで集計されて教師用のダッシュボードに表示。
3．日常の声かけの参考にする。先生達が子ども達をサポートするアンテナのひとつとして

・「相談がある」と回答し
た様子は、学校内の全
職員で確認ができ、迅
速な対応ができる。

子どもと教師の
繋がりのひとつに



【取組内容④】 「校務の徹底的な効率化」 朝の欠席連絡のシステム化、見える化による業務効率化

甲府市立石田小学校（山梨県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

・学校にとってのメリット
1．事務処理の負担軽減
2．電話での伝達による情報漏洩のリスクを減らせる
3．保護者とのコミュニケーションの円滑化
4．どこからでもリアルタイム確認が可能

フォームを利用す
る事でどの学校で
も持続的に活用
が可能

・保護者にとってのメリット
1．時間や場所を選ばずに連絡できる
2．電話が繋がりにくい時間帯の負担を軽減
3．Webフォームに入力するだけで、簡単に連絡できる
4．口頭での伝達による誤字脱字や伝え間違いを防げる

朝の忙しい時
間帯にも詳細
を確認できる

一覧を表示して全校の
様子を表示。職員室で
掲示しておく工夫

データの蓄積から、連続
して欠席している児童生
徒が可視化されて、指導
に活用する事ができる。

クラス・学年ごとに瞬時に
集計

いつで
も、ど
こから
でも入
力可能
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